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本研究の⽬的
2018年度、本研究会ではICTを中⼼とする空
間知能化技術の活⽤で、体⼒や能⼒の衰えた
⾼齢者に⽣活の楽しみを提供すること、安全
安⼼な⽣活環境を提供するための知⾒を得る
ことを⽬的とした。
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2018年度の研究実施内容
1.有識者をお招きした先進的な活動に関する勉強会と意⾒交換：

• 新潟医療福祉⼤学 児⽟直樹 教授
• ミュンヘン⼯科⼤学 トーマス・ボック 教授

2.空間知能化に関する調査：
実験施設において、⾼齢者30⼈による試⾏とヒアリング調査

3.参考事例、研究例の調査：
• ⾦沢⼯科⼤学
• ⾼齢者施設での取組
• ⾼齢者ツーリズム
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研究会活動

第１回 8/23：⾃⼰紹介、活動計画の検討
第２回10/2 ：⾼齢者を対象にした調査内容検討
第３回11/14：新潟医療福祉⼤学 児⽟直樹教授をお招きした勉強会
第４回12/20：⾼齢者のヒアリング調査結果・意⾒交換
第５回1/25：ミュンヘン⼯科⼤学 ボック教授をお招きした勉強会
第６回3/15：これまでの活動のレビューと意⾒交換
第７回5/24：⾼齢者を豊かにする知能化についてアイディア討議
第８回7/12：５G体験施設を⾒学予定
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新潟医療福祉⼤学 児⽟直樹 教授

「認知症の早期発⾒と予防現在から未来へ」
児⽟先⽣が認知症⾼齢者と⽣活環境・⽣活⾏動につ
いて⻑年取り組まれた研究の⼀端をご紹介いただい
た。

ミュンヘン⼯科⼤学 トーマス・ボック 教授

「Ambient Integrated Robotics:
ｍy way for ambient assisted living in an aging society 」

実際にボック先⽣のラボで開発している⾼齢者の⽣活を
⽀援するロボットと空間の連携したプロジェクトについ
てご紹介いただいた。
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プレ調査⽇時：2018年9⽉21⽇（⾦曜⽇）
本調査⽇時：2018年10⽉9⽇（⽕曜⽇）、10⽉11⽇（⽊曜⽇）

11⽉8⽇（⽊曜⽇）、11⽉9⽇（⾦曜⽇）
実施場所：東洋⼤学⾚⽻台キャンパス実験室、東京電機⼤学実験室
実験時間：⼀⼈当たり1時間
被験者 ：65歳以上の⾼齢者30名（男性15名 ⼥性15名）

空間知能化に関する調査概要
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⽬的：⾼齢者に対して⽣活の現状、⽣活の豊かさや楽しみへの
要望、空間知能化を⽤いた新たなサービスの利⽤の意向や課題
等についてヒアリングを⾏った。

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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属性調査
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N=30

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



属性調査
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男
15名
50%

⼥
15名
50%

男 ⼥
「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」

Q: あなたにとっての「⽣活の豊かさ」について聞かせてください。
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N=30
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

⼈とのコミュニケーション
健康でいること

⾃由な時間
友達がいること/話し相⼿が多いこと

美味しいものを⾷べること
最低限のお⾦

楽しみながら⽣活できること
平和

⾝内の者全員が健康であること
共通の趣味を持つ友達

余裕のある⽣活
動くこと

くつろげる場所があること
社会に役⽴つ仕事やボランティアに参加すること

精神的・⾁体的な⾯でのゆとり
掃除をすること
年に⼀回の旅⾏

福祉の多々
友⼈との⾷事

朝の気持ち良い⽬覚め 複数回答
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

おしゃべりをする
好きなTV番組をみる

ゲームをする
読書をする

⾷事をすること
⾳楽を聴く
新聞をみる
お酒を飲む

趣味活動に出かけること
パソコンをする
インターネット

映画をみる
花・野菜を栽培する

新しい知識が得られる事が新鮮で楽しい
運動すること

楽器で演奏する
⼦供の声を聴く（街中・近所・公園などで）

楽しみを⾒つけること
寝ること

孫との会話

Q: あなたにとって住宅内での「楽しみ」について聞かせてください。
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N=30
複数回答

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」

Q: 住宅内であなたが「安⼼・安全」だと感じるために、
必要なことがあれば、お答えください。
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

緊急・⾮常時の連絡
窓・⽞関の⼾締りをしてほしい

⽞関の防犯対策
家電のスイッチの確認

⾃分が気づかない危険を教えてほしい
体調管理をしてほしい

地震・⽕災の援助
⾃然災害の事前予知ができたらよい

隣近所との⼈間関係
地震時に⾷器棚が⾃動でロックされる
セキュリティとダイレクトに話したい

天候異変の通知
何かあった時に誰かが来てくれること

防犯カメラが欲しい N=30
複数回答
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空間知能化環境の構築

研究では、⾼齢者の⽣活⽀援を⾏うことを⽬的とした、
ロボット・ICTと空間が連携した知能化環境システムを、

⾼齢者にビデオで体験してもらった。
「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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②「暑い」や「寒い」といった会話を
聞き取り、扇⾵機を操作

【デモンストレーションの流れ】

①起床の挨拶

⑤就寝の挨拶③「照明をつけて/消して」といった
会話を聞き取り、照明機器を操作

④緊急時と仮定して助けを求め、
ロボットが外部へ通報

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



Q: 空間知能化環境を⽤いて困りごとや不便を解消
するためにして欲しいサービスをお答えください。
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N=30
複数回答
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気を遣わない話し相⼿がほしい/会話したい
話しかけてくれる

⽇常のスケジュール管理
⽞関や室内に⼊った時に⾃動で電気をつけてほしい

室内の温度調整
家電のスイッチ管理

インターホンまで⾏かなくてもいいようにしてほしい
天気に合わせた洗濯物の管理

特になし
パソコンで得ている情報を話しかけて調べてほしい

⾃宅内の汚れている箇所を知らせてほしい
商品の注意メモを⾒なくても教えてほしい

⽔道・ガス・電気等のトラブル時に対応してほしい
料理⼿順を忘れてくるので、話しながら⼀緒に作りたい

外出時、室内の状況を把握できる機能
銀⾏の預⾦情報を伝えてくれる

健康的になれる⾷事提案してくれるサービス
⾷⽣活の管理をしてくれる（カロリー摂取など）

洗濯の開始と終了を声掛けしてほしい
悩み相談にのってほしい

⽔漏れ検知器（⽔の出しっぱなし等）
忘れ物していないか外出時に確認してほしい

⽇が暮れたらカーテンを閉めてくれる
買い物したものを届けてくれる

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」

Q: 空間知能化環境を⽤いて「安⼼・安全」を感じる
ためにして欲しいサービスをお答えください。
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N=30
複数回答
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

⾮常時の連絡/緊急時の対応

窓・⽞関の⼾締り

⾃分では気付かない事を教えて助⾔してほしい

⽇常的な挨拶・会話

危険/⾃然災害の事前予知

こちらから話しかけるだけではなく、話しかけてほしい

定期的な体の検診

ライフラインの消し忘れの通知

1Fと2Fをつないでほしい（電話のように）

アクシデントに対する早急な対応

体調管理

毎⽇、声掛けをしてほしい

緊急時に落ち着かせてくれる

⼼拍数を定期的に計測してくれるサービス

流⾏っている病気に関する予防対策の通知

ベランダのセキュリティ

⾃宅で対応できる医療知識を教えてくれる

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



Q: 空間知能化環境を⽤いて「⽣活の豊かさ」や「楽しみ」
を感じるためにして欲しいサービスをお答えください。
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N=30
複数回答

9
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

気を遣わずに話したい
⼀緒にゲーム等をしてほしい

悲しい時・不安な時に慰めてくれる
好みのTV番組を教えてくれる

趣味に関する知識を教えてほしい
観たい映画が⾒れるサービス

映画や本など、趣味に合わせた会話
映像だけで旅⾏に⾏った気分になれるもの

特になし
TVのコントローラー機能

健康⾯を考えた体を動かすサービス
好きな⾳楽を聴けるサービス

正確な経済情報を伝えてくれる
⼿間がかからないペット

毎朝、コーヒーを⼊れてほしい
「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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上位を占めている
“コミュニケーション”

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」注：「I2」とは空間知能化の意味



①いいと思う
27
90%

②いいと思わない
1
3%

➂どちらでもない
2
7%

Q2.脳機能の低下を防ぐために頭を使う練習を
させてくれる機能があったらいいと思いますか？

アンケート集計結果
（提案するサービスについて）
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①いいと思う
26
87%

②いいと思わない
1
3%

➂どちらでもない
3
10%

Q1.毎⽇決まった時間にやるべきこと（服薬等）をリマインドし
てくれたらいいと思いますか？

N=30 N=30
「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」

①いいと思う
24
80%

②いいと思わない
3
10%

➂どちらでもない
3
10%

Q4.体が動かなくなった場合、運動をするなどの
アクティビティが提供されるといいと思いますか？

アンケート集計結果
（提案するサービスについて）
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①いいと思う
22
73%

②いいと思わない
5
17%

➂どちらでもない
3
10%

Q3.⾃分の臭いについて教えてくれるサービスが
あったらいいと思いますか？

N=30 N=30
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①いいと思う
16
53%

②いいと思わない
12
40%

➂どちらでもない
2
7%

Q5.聴⼒の低下をサポートするために、様々な事象を⽂字で伝えてくれたらい
いと思いますか？

アンケート集計結果
（提案するサービスについて）
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N=30
「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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Q:
現在住んでいるどの部屋（空間）で空間知能化環境を使用したいと思いますか？

理由回答数

N=30

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



No.2 K.T邸 74歳 ⼥性 四⼈暮らしの事例

【設置場所】
リビング・ダイニング

【設置理由】
家族全員が集まる場所
滞在時間が一番長い

Q:
現在住んでいるどの部屋（空間）で空間知能化環境を使⽤したいと思いますか？
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空間知能化環境の設置場所

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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空間知能化環境が有用な場所として、

リビング・ダイニングが一番多くニーズがあった。

また、環境の共通項目として、以下があげられた。

・滞在時間が一番長い場所

・階段がある場合階段付近の壁

・主要な生活同線上

・部屋（空間）の中央

・キッチンから見える場所

・家族全員が集まる場所

・来客者ともコミュニケーションをとりやすい場所

調査結果

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



25

AIやICTを⽤いてサービスできる AIやICTを⽤いてサービスできない
⼈とのコミュニケーションすること 健康でいること
友達がいること/話し相⼿が多いこと ⾃由な時間をもつこと
楽しみながら⽣活できること 美味しいものを⾷べること
共通の趣味を持つ友達と繋がること 最低限のお⾦があること
運動/体操すること 平和であること
社会に役⽴つ仕事やボランティアに参加すること くつろげる場所があること
掃除をすること 精神的・⾁体的な⾯でのゆとり
朝の気持ち良く⽬覚めること でかけること
おしゃべりをすること お酒を飲むこと
好きなTV番組をみる/教えてくれること
ゲームをすること
読書をすること
⾳楽を聴くこと
新聞/ニュースをみること
インターネットすること
映画をみること
花・野菜を栽培すること
新しい知識を得ること
楽器の演奏を聴くこと
⼦供/孫の声を聴くこと
楽しみを⾒つけること
気持ちの良い睡眠をとること
気を遣わずに話すこと
悲しい時・不安な時に慰めてくれること
趣味に関する知識を教えてくれること
映像で旅⾏に⾏った気分になること
ペットを飼うこと

「⽣活の豊かさ」
「楽しみ」
の回答を分類した表

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」
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空間知能化環境との共生空間の印象評価

【評価が高い印象】

「新しさ」、「平穏な」、「安心さ」、「和やかな」、
「安らかな」、「生き生きとした」、「優しい」など

居心地に関する形容詞が高い評価傾向があった

「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



ロボットと空間知能化環境を比較した印象評価

【評価が高い印象】

「新しさ」、「平穏な」、「安心さ」、「和やかな」、
「安らかな」、「生き生きとした」、「優しい」など

居心地性に関する形容詞が高い傾向があった

N=50

<ロボットより空間知能化環境との共⽣空間の印象評価のほうが
居⼼地に関する評価が⾼い傾向>

ロボット
空間知能化環境
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• 本調査によって、⾼齢者に対して⽣活ニーズの現状、⽣活の
豊かさや楽しみへの要望、空間知能化環境の新たなサービス
利⽤の意向や課題についてヒアリングすることができた。

• ⾼齢者の「⽣活の豊かさ」や「楽しみ」の上位を占めている
のは、“コミュニケーション”に関する項⽬であることがわ
かった。

• 「⽣活の豊かさ」や「楽しみ」について得た回答項⽬のうち、
75%程度の回答内容はAIやICTを⽤いてサービス可能であるこ
とがわかった。

• ⾼齢者を対象に空間知能化環境を⽤いたサービスの可能性に
対して概ね肯定的な傾向が得られた。

まとめ

28「空間知能化による⾼齢者の⽣活の豊かさのサポート研究会」



• 本研究で得られた知⾒を踏まえて、実現に向けた「インテ
リジェント・インフィル」（空間知能化環境を実現する建
築エレメント）のモデルを開発・構築する計画である。

• 2019年度研究内容として「⼈の活動を⽀援する空間知能化
を⽤いたインテリジェント・インフィルの研究」を研究助
成を申請している。

今後の展望
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ご清聴ありがとうございました！


